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総括原価 料金収入

収入不足額

不足分を
補う必要がある

改定率の決定ための検討ポイント①

●水道料金の適正水準

総括原価と料金収入の均衡を保つように設定する。

収入不足額が生じる場合は

料金算定期間（Ｒ７～Ｒ９）の総括原価と料金収入との差（収入不足額）

を解消のため、料金改定が必要となる。

２０３．６億円

水道料金の適正水準
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資産維持率１％の場合

２５３．２億円

資産維持率１％の場合

４９．６億円

料金改定率（％）＝

総括原価

現行の料金収入
-１ ×100

料金改定のイメージ


